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『
出
雲
国
意
宇
郡
宍
道
郷
佐
雑
村
大
森
神
社
村
社
雑
社
旧
摂
末
社

棟
簡
雑
記
」
の
訂
正
｜
「
宍
道
氏
家
系
図
」
・
『
風
土
記
』
猪
像
石
に
ふ
れ
つ
つ

月民

部

あ
さ
け日一

目

次

は
じ
め
に
大
森
神
社
神
殿
内
に
現
存
し
な
い
棟
札

『
棟
簡
雑
記
」
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
大
森
神
社
神
殿
内
現
存
棟
札
（
等
）

『
棟
筒
雑
記
」
の
訂
正

四

『
棟
簡
雑
記
』
の
信
恵
性
｜
｜
「
風
土
記
』
猪
像
石
に
ふ
れ
つ
つ
｜
｜

五

棟
札
と
「
宍
道
氏
家
系
図
」
の
関
係

は
じ
め
に

平
成
9
（
町
別
）
年

3
月、

下
記
B
論
文
に
お
い
て
標
題
の
文
書
を
写
真
版
で
紹
介
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、

同
文
書
（
以
下
『
棟
簡
雑
記
」
）
に

筆
録
さ
れ
た
棟
札
等
の
実
物
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
即
ち
、
大
森
神
社
の
宮
司
秦
忠
男
氏
と
令
息
の
禰
宜
武
男
氏
は
、
「
現
在
の

「
出
雲
一
国
意
字
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

棟
簡
雑
記
」
の
訂
正



大
森
神
社
の
幣
殿
に
収
め
て
あ
る
大
森
神
社
の
昭
和
お
年
の
遷
宮
時
の
棟
札
2
枚
し
か
存
在
し
な
い
」
（
B
論
文
郎
ペ
下
段
3
行
日
1
5
行
目
）
と
せ

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
後
間
も
な
く
し
て
武
男
氏
か
ら
、
大
森
神
社
の
神
殿
内
に
棟
札
が
あ
っ
た
、
と
お
教
え
頂
い
た
け
れ
ど
も
、
神
殿
は
叩
月
四
日
の
秋
季

例
大
祭
以
外
は
開
扉
し
な
い
慣
習
の
た
め
、
今
回
平
成
山
（
羽
）
年
に
至
り
漸
く
『
棟
簡
雑
記
』
と
実
物
の
棟
札
等
と
を
比
較
検
討
す
る
機
会
を

得
た
。
そ
の
結
果
、
神
殿
内
に
は
「
棟
筒
雑
記
』
に
収
録
さ
れ
た
棟
札
等
の
総
て
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
『
棟
簡
雑
記
」
に
未

収
録
の
棟
札
等
も
存
在
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
し
て
、
「
棟
簡
雑
記
』
に
実
物
の
棟
札
等
と
異
同
す
る
箇
所
が
あ
り
、
特
に
神
職
の
人
名
に
は

改
置
と
も
一
E
P
え
る
意
図
的
な
改
変
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
神
職
の
人
名
以
外
に
も
若
干
の
改
変
（
省
略
）
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
は
特
に

意
図
的
な
異
同
で
は
な
い
と
思
う
。

神
殿
内
に
存
在
し
な
い
棟
札
等
の
行
方
に
つ
い
て
秦
武
男
禰
宜
は
、
「
大
正
元
年
に
大
森
神
社
の
選
宮
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
時
何
か
起
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
」
（
平
成
ロ
〈
W
〉
日
月
四
日
）
と
言
わ
れ
る
。
神
殿
内
に
現
存
し
な
い
棟
札
は
第
l
章
の
通
り
、
か
な
り
の
数
に
上
り
、
そ
れ
ら

は
神
社
ご
と
に
纏
ま
っ
て
い
る
傾
向
が
見
え
る
。
廃
社
の
場
合
は
、
棟
札
を
社
殿
建
立
の
発
願
者
（
地
元
で
は
「
本
願
さ
ん
」
と
呼
ぶ
）
の
家
が
預

か
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
将
来
の
出
現
に
期
待
し
た
い
。
こ
こ
に
実
物
を
見
る
こ
と
の
で
き
た
範
囲
内
で
訂
正
を
行
な
い
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
同
文
書
の
信
憲
性
を
論
じ
、
併
せ
て
「
宍
道
氏
家
系
図
」
と
「
風
土
記
』
猪
像
石
に
つ
い
て
若
干
言
及
す
る
。

本
研
究
の
た
め
に
左
記
の
方
々
の
ご
協
力
を
賜
り
、
ま
た
、
翻
字
に
関
し
て
は
中
央
大
学
文
学
部
教
授
菅
井
時
枝
氏
、
歴
史
学
の
事
項
に
つ

い
て
は
嵐
義
人
氏
の
ご
教
示
に
預
か
っ
た
。
共
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

大
正
ロ
（
百
）
年
生
。
宍
道
町
大
森
神
社
旧
神
職
宍
道
峰
清
の
孫
骨
子
氏
長
女
。
宍
道
鈴
子
氏
姪
。
小
平
市
在
住
。

明
治
m
U

（
百
）
年
生
。
宍
道
峰
清
の
孫
故
土
ハ
道
勲
氏
（
明
治
お
〈
官
〉
年
6
月
却
日
生
・
昭
和
問
〈
羽
〉
年
目
月
4
日
没
）
夫
人
。
茨
木
市

小
浜
幸
子

宍
道
鈴
子

在
住
。

秦

武
男

昭
和
7
令
）
年
生
。
宍
道
町
氷
川
神
社
禰
宜
。



槙
原
峯
夫

昭
和
団
（
必
）
年
生
。
宍
道
町
大
字
佐
々
布
在
住
。

本
論
文
で
利
用
す
る
既
発
表
の
拙
考
と
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
数
量
表
現
の
信
湿
性
、
な
ら
び
に
数
量
表
現
を
め
ぐ
る
編
纂
過
程
の
一
考
察
l
よ
恵
宇
都
宍
道
郷
所
造
天
下
大
神
命
の

A 
猪
像
石
・
犬
像
石
の
同
定
を
手
が
か
り
と
し
て
｜
附
説
『
出
雲
国
風
土
記
」
の
尺
度
」
『
古
代
文
化
研
究
』
第
2
号
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、

B 
平
成
6
（
似
）
年
3
月
、
松
江
。

「
資
料
紹
介
『
出
雲
国
意
字
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

棟
簡
雑
記
』
｜
八
束
郡
宍
道
町
「
女
夫
岩
遺
跡
」
に
ふ
れ
つ

c 

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

つ
｜
」
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
｜
文
系
』
第
却
号
、
平
成
9
（Y
）
年
3
月
、
東
京
。

①
「
出
雲
国
式
内
宍
道
神
社
（
『
風
土
記
』
宍
道
社
）
を
め
ぐ
る
社
論
付
｜
一
一
一
崎
神
社
・
大
森
神
社
を
中
心
と
し
て
」
「
大
妻
女
子
大
学
紀
要

文
系
』
第
出
号
、
平
成
日
（
m
w
）
年
3
月
、
東
京
。

口
」
『
大
妻
国
文
」
第
初
号
、
平
成
日
（
W
）
年
3
月
、
東
京
。

白
」
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
｜
文
系
』
第
辺
号
、
平
成
ロ
（
W
）
年
3
月
、
東
京
。

③②  

同同

大
森
神
社
神
殿
内
に
現
存
し
な
い
棟
札
（
等
）

題
目
を
掲
げ
る
こ
と
の
で
き
な
い
札
（
文
書
）
は
冒
頭
1
行
目
の
文
言
を
記
し
、
そ
の
丁
附
全
部
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
丁
附
は
B
論

文
に
私
が
附
し
た
も
の
で
あ
る
。

4
丁
オ
山
崎
日
輪
坂
本
郷
八
幡
宮
遷
宮
式

6
丁
ウ
御
末
杜
岡
野
目
大
垣

4
丁
ウ
石
唐
獅
子
寄
附
人
列

7
了
オ
打
鳴
佐
藤
林
蔵

5
丁
オ
玉
之
助
佐
一
郎
利
十

7
丁
ウ
差
羽
神
女

「
出
雲
国
意
宇
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

棟
簡
雑
記
」
の
訂
正



8
丁
オ
弐
拾
壱
貫
丈

包
丁
ウ

l
n丁
オ
元
亀
3
年
大
森
大
明
神
棟
札

8
丁
ウ
幣
頭
代
宍
道
六
麻
呂
峯
清
出
雲
臣

お
丁
ウ

I
M丁
オ
慶
長
日
年
大
森
大
明
神
棟
札

9
丁
オ
清
目
盤
湯
行
事

m丁
ウ
l
却
丁
オ
文
久
2
年
大
森
大
明
神
棟
札

9
丁
ウ
差
羽
神
子

お
丁
ウ
大
森
小
森
天
王
縁
記

叩
丁
オ
其
口
二
十
七
年
前

お
丁
オ
嘉
永

5
年
大
山
権
現
棟
札

日
丁
ウ
ー
ロ
丁
オ
嘉
永
6
年
宇
賀
大
明
神
棟
札

お
丁
ウ
天
明

7
年
焼
火
権
現
棟
札

ロ
丁
ウ
大
森
太
明
神
御
末
社
妙
見
神
社
正
遷
宮

お
丁
ウ
寛
政
日
年
焼
火
権
現
棟
札

日
丁
オ
凡
張
友
助

却
丁
オ
佐
々
布
村
内
字
賀
目
明
神

日
丁
ウ

i
H
丁
オ
元
禄
口
年
字
賀
大
明
神
棟
札

却
丁
ウ
正
徳
6
年
丙
申
8
月
宇
賀
大
明
神

H
丁
ウ
1
日
丁
オ
享
保
元
年
宇
賀
大
明
神
棟
札

的
丁
オ
宝
暦
8
年
金
見
羅
権
現
棟
札

ω丁
オ
文
化
4
年
金
毘
羅
大
権
現
棟
札

日
丁
ウ
1
M
丁
オ
享
保
四
年
字
賀
大
明
神
棟
札

日
丁
ウ

i
u丁
オ
宝
暦
M
年
宇
賀
大
明
神
棟
札

口
丁
ウ
1
国
丁
オ
寛
政
8
年
宇
賀
大
明
神
棟
札

位
丁
ウ
宝
暦
2
年
金
毘
羅
大
権
現
棟
札

叫
丁
ウ
明
治
日
年
金
峰
神
社
棟
札

日
丁
ウ

1
四
丁
オ
文
政
8
年
字
賀
大
明
神
棟
札

必
丁
オ
金
毘
羅
再
建
ニ
付
寄
附
人
名

四
丁
ウ

1
m丁
オ
嘉
永
6
年
字
賀
大
明
神
棟
札

必
丁
ウ

l
G丁
オ
元
禄
6
年
八
幡
宮
棟
札

初
丁
ウ

1
2
丁
オ
明
治
日
年
宇
賀
神
社
棟
札

必
丁
ウ
i
M
H
丁
オ
享
保
初
年
八
幡
宮
棟
札

包
丁
ウ
嘉
永
2
年
金
比
羅
大
権
現
棟
札

叫
丁
ウ
1
必
丁
オ
安
永
2
年
八
幡
宮
棟
札

幻
丁
ウ
明
治
辺
年
天
津
神
社
棟
札

話
丁
ウ

1
判
丁
オ
享
和
3
年
八
幡
宮
棟
札

必
丁
ウ
i
幻
丁
オ
丈
政
凶
年
八
幡
宮
棟
札

辺
丁
オ
安
閑
天
皇
之
御
惇
記

四



U
丁
ウ
l
M叩
丁
オ
（
安
政
2
年
）
八
幡
宮
棟
礼

的
丁
ウ

1
m丁
オ
明
治
日
年
伊
甚
神
社
棟
札

日
丁
ウ
明
和
五
戊
子
十
二
月
覚

臼
丁
ウ
1
日
丁
ウ
明
治
幻
年
八
幡
宮
正
遷
宮
行
列

前
丁
ウ
1
侃
丁
オ
明
治
辺
年
大
森
神
社
棟
札

ω丁
オ

1ω
丁
ウ
本
宮
大
森
神
社
正
遷
宮
他
所
行
列

町
丁
オ
1
白
丁
ウ
明
和
五
子
十
二
月
覚

初
丁
オ
天
保
日
年
加
茂
大
明
神
棟
札

初
丁
オ
無
格
社
賀
茂
神
社
御
由
緒
調
査
書

国
丁
オ
清
目

日
丁
ウ
榊
立
内
藤
政
市

初
丁
ウ
元
文
3
年
天
福
天
王
地
福
天
王
棟
札

回
丁
オ
額
（
三
）
島
丈
一
郎

九
丁
オ
元
文
2
年
若
姫
宮
棟
札

九
丁
オ
寛
延
3
年
若
宮
大
明
神
棟
札

回
丁
ウ
神
宮
前
後
奉
供

ω丁
オ
紺
木
綿
六
尺
布
六
尺

臼
丁
ウ
1
臼
丁
オ
寛
政
7
年
随
身
二
体
奉
献
札

九
丁
ウ
天
明
3
年
若
宮
大
明
神
棟
札

n丁
ウ
明
治
辺
年
若
姫
宮
棟
札

『
棟
簡
雑
記
』

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
大
森
神
社
神
殿
内
現
存
棟
札
（
等
）

①
明
治
辺
年
陽
暦
5
月
7
日
陰
暦
4
月
8
日
大
森
神
社
随
身
二
柱
塗
直
正
遷
宮
加
行
列
輿
担
寄
進
人
別
札
（
社
務
宍
道
峰
清
物
部
臣
）

②
明
治
辺
年
陽
暦
5
月
7
日
陰
暦
4
月
8
日
大
森
神
社
石
鳥
居
一
基
新
建
立
札
（
宍
道
峰
清
出
雲
物
部
臣
）

③
明
治
団
年
4
月
3
日
子
守
神
社
遷
宮
棟
札
（
嗣
掌
宍
道
幸
雄
）

④
明
治
辺
年
陽
暦
5
月
8
日
陰
暦
4
月
9
日
天
王
篭
神
社
修
覆
棟
札

⑤
文
久
2
年
4
月
2
日
若
宮
一
宇
遷
宮
棟
札
（
宍
道
造
酒
出
雲
重
一
章
無
位
臣
准
神
土
陸
奥
麻
日
出
雲
峰
清
）

⑥
明
治
お
年
4
月
凶
日
内
務
省
官
令
八
幡
宮
御
由
緒
調
査
書
札
（
宍
道
峰
清
調
進
）

『
出
雲
国
意
字
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

棟
簡
雑
記
』
の
訂
正

五



_L  

ノ、

⑦
元
文
3
年
6
月
辺
日
坂
口
郷
王
子
権
現
宮
修
覆
棟
札
（
社
司
大
坪
長
門
守
平
利
久
）

③
明
和
2
年
霜
月
日
日
坂
口
王
子
権
現
修
覆
棟
札
（
社
司
大
坪
伊
織
平
栄
久
）

⑨
安
永
9
年
3
月
2
日
坂
口
王
子
神
社
上
葺
棟
札
（
神
主
大
坪
豊
後
平
栄
久
）

⑩
文
化
元
年
目
月
晦
日
坂
口
王
子
神
社
修
覆
棟
札
（
神
主
大
坪
左
京
平
筆
久
幣
頭
遠
藤
河
内
正
歳
演
）

⑪
天
保
4
年
9
月
時
日
坂
口
王
子
神
社
修
覆
棟
札
（
神
主
大
坪
播
磨
正
平
富
久
）

⑫
明
治
4
年
目
月
7
日
王
子
杜
上
葺
修
覆
棟
札
（
大
坪
万
寿
男
平
良
久
）

⑬
明
治
お
年
5
月
5
日
坂
口
神
社
正
遷
宮
棟
札
（
社
掌
古
瀬
秀
千
代
）

⑭
明
治
部
年
5
月
5
日
坂
口
神
社
修
覆
寄
進
札
（
社
掌
古
瀬
秀
千
代
）

⑮
明
治
叫
年
4
月
四
日
坂
口
神
社
移
転
合
相
式
札
（
社
掌
古
瀬
秀
千
代

⑮
「
前
神
官
宍
道
幸
雄
自
刻
剣
」
（
剣
形
模
型
板
に
墨
書
）

⑫
「
皇
典
国
式
祈
年
祭
二
月
四
日
新
嘗
祭
十
一
月
廿
三
日
」
（
掛
札
）

本
願
伊
原
真
衛
）

右
の
⑦
1
⑮
は
宍
道
町
大
字
白
石
の
坂
口
神
社
（
明
治
維
新
前
は
王
子
権
現
）
の
棟
札
等
で
あ
る
。

C
③
論
文
6
ペ
下
段
8
行
目
に
お
い
て
、
史

料
問
に
基
づ
き
坂
口
神
社
は
明
治
却
（
随
）
年
に
大
森
神
社
に
合
相
さ
れ
た
と
記
し
た
け
れ
ど
も
、
式
典
の
日
を
正
式
の
合
組
の
期
日
と
す
る
な

ら
ば
、
⑮
の
明
治
制
（
随
）
年
4
月
四
日
で
あ
る
。
こ
の
合
紀
に
よ
り
坂
口
神
社
の
棟
札
が
大
森
神
社
に
収
納
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

①
1
⑥
は
峰
清
存
命
中
の
棟
札
で
あ
る
。
⑮
⑫
は
作
成
年
不
明
だ
が
、
⑮
は
峰
清
の
手
跡
で
あ
る
。
⑮
⑫
は
棟
札
で
は
な
い
た
め
採
録
し
な

か
っ
た
か
、
も
し
く
は
『
棟
簡
雑
記
』
作
成
後
に
製
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
棟
簡
雑
記
』
の
大
方
を
作
成
し
た
頃
よ
り
後
の
棟
札
と
思
わ
れ

る
の
が
①
1
④
⑥
で
あ
る
。
⑬
1
⑮
は
坂
口
神
社
の
社
司
を
⑫
の
前
大
坪
家
の
万
寿
男
か
ら
古
瀬
秀
千
代
が
引
き
継
い
で
か
ら
後
の
棟
札
等
で
あ

る
。
坂
口
神
社
は
創
杷
以
来
大
森
神
社
の
池
田
（
宍
道
）
家
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
⑤
の
よ
う
に
古
い
棟
札
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
峰

清
の
筆
録
漏
れ
か
。



『
棟
簡
雑
記
』

の
訂
正

ま
ず
「
棟
簡
雑
記
』
の
文
字
を
掲
げ
、
次
に
↓
の
下
に
原
棟
札
等
に
よ
る
文
字
の
訂
正
を
示
す
。
主
に
文
字
の
異
同
を
中
心
に
訂
正
す
る
こ

と
と
し
、
時
に
書
式
の
訂
正
も
行
な
う
。
誤
字
・
脱
字
・
虫
喰
・
抹
消
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
、
乱
筆
に
よ
り
判
読
し
に
く
い
文
字
、
原

棟
札
の
字
体
と
変
え
て
い
る
文
字
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
う
ち
『
棟
簡
雑
記
』
が
、
と
を
ト
、
之
を
ノ
、
者
を
ハ
、
る
を
ル
、
を
を
ヲ
に
改
め

た
の
は
数
が
多
い
た
め
省
略
す
る
。
人
名
の
衛
・
エ
・
ヱ
お
よ
び
良
・
郎
の
聞
の
異
同
も
同
様
と
す
る
。
但
し
、
同
一
の
人
名
中
に
衛
（
エ
・
ヱ
）
・

良
（
郎
）
以
外
に
も
異
同
が
あ
る
場
合
に
は
取
り
上
げ
る
。
『
棟
簡
雑
記
』
と
原
棟
札
（
以
下
、
両
者
）
共
に
、
異
体
字
・
俗
字
・
略
字
・
造
字
と

思
わ
れ
る
字
は
、

一
部
を
除
き
通
行
の
漢
字
に
改
め
る
。

虫
喰
・
抹
消
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
・
乱
筆
に
よ
り
判
読
し
に
く
い
文
字
を
口
で
示
し
、
数
字
に
及
ぶ
場
合
は
門
川

U
と
す
る
。
そ
れ

ら
の
う
ち
概
ね
判
読
で
き
る
も
の
は
、
口
内
に
入
れ
る
。
文
字
に
異
同
の
あ
る
箇
所
を
傍
点
（
、
）
・
圏
点
（
0

）
で
指
示
し
、
神
主
の
人
名
な
ど

重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
以
外
は
、
↓
の
下
に
異
同
の
文
字
の
み
を
示
す
。
改
行
箇
所
は
」
で
示
す
。
両
者
の
書
式
に
関
す
る
説
明
に
つ
い
て
は
、

本
文
よ
り
活
字
を
l
ポ
落
し
、
或
い
は
（
）
内
に
1
ポ
落
し
て
記
す
。
ま
た
、
棟
札
に
見
ら
れ
る
特
別
な
所
見
、
私
の
意
見
も
（
）
内
に
1

ポ
落
し
て
記
す
。

「
棟
簡
雑
記
』
の
半
丁
に
l
枚
の
棟
札
の
片
面
を
上
下
に
2
分
し
、
各
々
左
右
に
分
け
て
筆
録
し
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
、
6
丁
オ
）
、
こ
れ
を

「
右
」
「
左
」
と
示
す
。
半
丁
に
2
枚
の
棟
札
の
両
面
を
各
々
左
右
に
分
け
て
筆
録
し
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
、
幻
丁
ォ
。
こ
の
場
合
は
半
丁
に
計
4
面

と
な
る
）
、
先
の
方
を
「
右
（
表
）
・
（
裏
）
」
、
後
の
方
を
「
左
（
表
）
・
（
裏
こ
と
示
す
。

ま
た
、
取
り
上
げ
る
文
字
が
属
す
る
行
数
を
、
右
か
ら
数
え
て
何
行
目
で
あ
る
か
を
算
用
数
字
で
示
す
。
但
し
、
『
棟
簡
雑
記
』
の
注
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
（
例
え
ば
、
日
丁
オ
棟
札
右
上
角
の
「
明
治
元
辰
迫
八
年
」
）
、
お
よ
び
写
真
版
で
公
刊
す
る
に
際
し
て
私
が
手
書
き
で
加
え
た

『
出
雲
国
意
宇
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

棟
簡
雑
記
」
の
訂
正

七



（
）
附
き
説
明
書
き
（
例
え
ば
、
日
丁
ウ
左
の
「
（
重
旨
）
」
）
は
行
数
に
数
え
な
い
。
同
一
の
棟
札
が
数
段
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
、
上
段
・
中
段
・

J¥ 

下
段
、
或
い
は

1
段
目
・

2
段
目
と
示
し
、
各
段
の
右
か
ら
数
え
て
何
行
目
に
あ
る
か
を
算
用
数
字
で
示
す
（
例
え
ば
、
「
お
丁
オ
左
2
段
目
2
」）
0

そ
し
て
、
そ
の
棟
札
の
中
心
に
来
る
行
に
つ
い
て
は
、
「
中
心
」
も
し
く
は
「
3

（
中
心
）
」
の
如
く
表
示
す
る
（
例
え
ば
、
「
幻
丁
オ
右
（
表
）
中
心
」
）
O

合
は
姓
名
を
掲
げ
る
。

そ
の
他
こ
こ
に
例
示
し
な
い
も
の
も
、
『
棟
簡
雑
記
』
と
対
照
す
れ
ば
了
解
頂
け
る
と
思
う
。
対
照
し
や
す
い
よ
う
に
、
類
似
の
人
名
が
並
ぶ
場

0
5丁
ウ
左
1
有
津
↓
沢
2
社
↓
御
社
4
綱
近
↓
綱
近
公
5
宍
道
友
意

出
雲
宅
久
↓
池
田
友
意
藤
原
宅
久
（
峰
清
は
池
田
・
藤
原
を
意
識
的
に
宍

道
・
出
雲
と
書
き
改
め
て
い
る

0
6丁
オ
右
3
安
兵
衛
↓
安
衛
門
4
輿
三
右
衛
門
↓
与
左
2
奥
左
衛
門

↓
与
5
輿
次
衛
門
↓
与

o
m丁
ウ
2
・
3
・
4
武
運
・
ー
定
安
公
・
長
久
↓
1
定
安
公
武
運
長

久
（
l
行
書
き
）

O
H丁
オ
右
3
・

4
・
5
子
時
文
久
元
年
・
天
長
地
久
・
辛
酉
九
月
廿

八
日
↓
天
長
地
久
子
時
文
久
元
年
辛
酉
九
月
廿
八
日
（
l
行
書
き
）
左

寸斗 2 

左昏
コ二 目

ウ佳
品震
Z太
宮郎
通↓
辰佐
助藤
↓万

E壁
面最
熊
太
郎
12 
丈
右
衛
門

o
m丁
ウ
右
（
1

「
寛
文
元
年
」
の
右
側
と
下
側
3
「
辛
丑
」
の
左
側
細
字

は
「
棟
簡
雑
記
』
筆
録
者
宍
道
峰
清
の
注
記
で
、
原
棟
札
に
は
な
し
）
2
（
「
奉
L

の
上
1
字
か
2
字
分
市
え
て
い
る
）

2

1
一
宇
神
璽
宝
鯛
内
侍
天
長
地
久

↓
貯
・
銀
・
帳
左
1
本
常
作
右
衛
門
＊
同
源
左
衛
門
吉
次
↓
本
常
作
右

衛
門
吉
次
（
棟
札
は
2
字
分
を
刃
物
で
削
り
吉
次
と
書
く
。
当
初
の
書
き
直

し
か
、
後
の
書
き
直
し
か
は
判
断
で
き
な
い
。
「
士
口
次
」
の
下
も
数
字
分
削
つ

た
か
の
よ
う
な
木
の
変
色
あ
り
。
そ
の
上
面
に
＊
の
位
置
よ
り
墨
線
を

「
吉
次
」
の
右
側
を
通
り
「
士
口
次
」
の
下
ま
で
引
き
、
下
記
の
注
①
あ
り
。

後
の
注
か
）
〈
注
①
〉
同
源
左
衛
門
吉
次
也

2
7贋
家
の
下
方
に
下
記
3

行
の
注
②
あ
り
。
後
の
注
〈
峰
清
？
〉
か
）
〈
注
②
〉
按
ス
ル
ニ
本
常
源
左

衛
門
吉
次
ハ
萩
田
ニ
居
宅
之
由
」
本
常
作
右
ヱ
門
ト
ハ
同
家
ニ
ア
ラ

サ
ル
由
作
右
エ
門
ハ
本
郷
之
土
井
也
」
故
ア
リ
テ
源
左
ヱ
門
吉
次
名

五

位

也

前
削
リ
シ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
4
神
王
五
位
越
前
守
勲
業
信
清
↓
神
主
池
田
越

勲
業
也

前
守
藤
原
信
清
（
棟
札
は
神
主
の
下
方
l
字
か
2
字
分
を
刃
物
で
削
り
、
そ

の
削
り
跡
の
上
に
池
田
と
童
目
く
。
池
田
の
右
脇
に
「
五
位
也
」
の
注
〈
③
〉
あ
り
。



越
前
守
の
下
方
2
字
分
を
刃
物
で
削
り
、
そ
の
削
り
跡
の
上
に
藤
原
と
書
く
。

藤
原
の
右
脇
に
「
勲
業
也
」
の
注
〈
④
v

あ
り
。
信
清
の
墨
色
は
池
田
・
藤
原

よ
り
も
古
い
が
、
信
清
の
文
字
下
の
板
面
に
は
引
っ
掻
き
傷
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。
池
田
・
藤
原
程
明
瞭
で
な
い
か
ら
、
削
り
直
し
か
否
か
は
判
断
で
き
な

い）

5
・
6
〈2
段
目
〉

7

（
年
寄
中
・
名
分
十
二
氏
子
・
大
工
1
家
次
の
下

方
に
下
記
6
行
の
注
⑤
あ
り
。
後
の
注
〈
峰
清
？
〉
か
）
〈
注
⑤
〉
按
ス
ル
ニ
」

（称）

宍
道
祢
号
池
田
ト
改
ル
事
ハ
越
前
守
信
清
之
世
始
市
也
」
五
位
之
事

ハ
按
ス
ル
ニ
後
世
秋
鹿
郡
佐
陀
神
主
配
下
之
社
家
ニ
禁
之
」
勲
業
ヲ

藤
原
ト
改
ル
ノ
濫
鰐
ハ
吉
田
家
之
執

奏
同
家
之
門
下
ハ
」
ス
ベ
テ

藤
原
姓
ヲ
唱
フ
也
コ
レ
ヨ
リ
シ
テ
池
田
勲
業
ヲ
削
改
ム
ル
ナ
ラ
ン
」

右
解
註
ハ
棟
札
之
寓
古
謹
ニ
ヨ
ツ
テ
記
之
清
書
ハ
裏
ニ
認
ム
（
以
上
注

①
1
⑤
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
∞
⑤
は
峰
清
壮
年
〈
盟
問
維
新
頃
〉
の
手
跡
に
似

る
。
∞
あ
⑤
は
⑦
⑤
の
文
面
か
ら
す
る
と
、
⑦
あ
以
前
の
時
期
の
注
で
あ
る
か

の
よ
う
だ
が
、
猶
考
虐
を
要
す
る
。
こ
の
寛
文
元
〈
HSH
〉
年
棟
札
の
「
池
田
」

は
〈
後
次
的
な
〉
書
き
直
し
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
大
森
神

社
の
池
田
氏
に
よ
る
管
掌
が
寛
文
元
年
に
遡
る
と
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
）

O
お
丁
オ
左
右
無
記
↓
（
原
棟
札
裏
は
、
以
下
の
右
1
1
左
下
段
6
の
如
く

記
す
。
こ
れ
は
、
前
記
注
⑤
の
「
裏
に
認
め
た
清
書
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

る
。
担
丁
ウ
と
同
文
で
あ
る
か
ら
、
峰
清
は
棟
札
裏
の
清
書
を
包
丁
ウ
に
写
し
、

『
出
雲
国
意
字
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

村
社
雑
杜
旧
摂
末
社

お
丁
オ
を
無
記
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下

μ
丁
ウ
の
改
行
字
詰
に
倣
い
記
す
）

右
1
寛
文
元
年
2
（
中
心
）
奉
造
立
大
森
大
明
神
一
宇
神
璽
賓
創
内
侍
天

長
地
久
求
願
国
満
3
辛
丑
十
月
吉
日
左
上
段
1
郡
奉
行
本
多
六
兵
衛
2

空．古
屋Z ’L、

主神
作主
右五
衛位
門越
同前
源守
左勲
衡業
門信
吉清
次 3
2 fで
伴百
百通
工井
二作
嶋兵

名寄
衛段
門 l
音量本
慶願

家
3
本
常
市
郎
左
衛
門
4
年
寄
中
5
名
分
十
二
氏
子
6
大
工
内
藤
輿
右

エ
門
藤
原
家
次
（
斜
丁
ウ
左
お
丁
オ
左
共
に
神
主
名
に
池
田
・
藤
原
が
な
い

の
は
注
目
さ
れ
る
。
前
記
M
丁
ウ
左
の
注
⑦
⑤
が
峰
清
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

C

論
文
の
考
察
に
よ
り
峰
清
に
は
造
作
の
多
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
か
ら
、
注

記
内
容
は
十
分
な
批
判
を
要
す
る

O
お
丁
ウ
右
1
封
の
右
横
無
記
↓
二
番
3
雲
陽
i
霊
廟
造
営
乾
坤
感
麿

↓

雲

中

日

書

目

口

口

4
寒
一
＝
一
口
神
尊
利
根
陀
見
↓
口
凶
剛
閉

陀
口
左
4
因
君
松
平
出
羽
守
社
奉
行
↓
大
門
凶
岡
阿
5
仙
田
八

兵
衛
↓
口
田
八
兵
衛
7
首
社
司
官
池
田
友
意
宍
道
宅
久
↓
嘗
社
司
官
口

口
口
口
藤
原
口
久
（
峰
清
は
藤
原
を
意
識
的
に
宍
道
に
書
き
改
め
て
い
る
。

虫
喰
が
甚
し
く
、

μ
丁
ウ
左
4
注
④
の
よ
う
に
、
別
の
字
を
藤
原
に
書
き
直
し

た
も
の
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
）

O
お
丁
オ
右
2
段
目
3
三
嶋
奥
三
右
衛
門
↓
与

O
お
丁
ウ
左
1
藤
可
利
↓
藤
原
可
利
5
池
田
左
秀
宍
道
直
久
↓
池
田
左

棟
簡
雑
記
」
の
訂
正

九



秀
藤
原
直
久
（

μ
丁
ウ
左
4
注
④
と
同
じ
く
、

2
字
分
を
刃
物
で
削
り
、
そ

の
削
り
跡
の
上
に
藤
原
と
書
く
。
元
の
字
は
不
明
だ
が
、
削
り
跡
の
形
は
「
宍

道
」
に
似
な
い
。
形
か
ら
見
る
と
、
「
勲
業
」
と
あ
っ
た
か
。
写
真
山
参
照
。

峰
清
は
意
識
的
に
藤
原
を
宍
道
に
書
き
改
め
て
い
る
）

O
U丁
ウ
右
1
宮
柱
因
敷
立
↓
太
2
圏
造
立
↓
奉
3
口
天
原
仁
↓
高

左
1
藤
歳
演
↓
藤
原
歳
演
3
宍
道
邦
苧
出
雲
臣
邦
教
↓
池
田
邦
芋
藤
原

邦
教
（
原
棟
札
の
池
田
は
当
初
か
ら
の
字
。
藤
原
は
M
丁
ウ
左
4
注
④
と
同

じ
く
、

2
字
分
を
刃
物
で
削
り
、
そ
の
削
り
跡
の
上
に
藤
原
と
書
く
。
元
の
字

は
不
明
だ
が
、
削
り
跡
の
形
は
「
宍
道
」
或
い
は
「
出
雲
一
臣
」
に
似
な
い
。

「
勲
業
」
と
も
断
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
宍
道
・
出
雲
臣
を
後
に
池
田
・
藤

原
に
童
目
き
改
め
た
可
能
性
は
小
さ
い
。
峰
清
は
池
田
・
藤
原
を
意
識
的
に
宍
道
・

出
雲
臣
に
書
き
改
め
て
い
る

o
n丁
オ
右
上
段
4
1
5
注
記
↓
ナ
シ
下
段
1
1
4
人
物
名
右
肩
一
の
記
号

（一
jil

－
－
一
一
一
一
）
↓
ナ
シ

o
n丁
ウ
左
4
池
田
薩
摩
猪
道
重
芳
↓
池
田
薩
摩
守
藤
原
重
芳
（
薩
摩

の
下
方
2
字
か
3
字
分
を
刃
物
で
削
り
、
そ
の
削
り
跡
の
上
に
守
藤
原
を
書
く
。

元
の
字
は
不
明
だ
が
、
「
猪
道
」
〈
訓
み
は
宍
道
に
同
じ
？
〉
に
似
な
い
。
従
っ
て
、

猪
道
を
後
に
守
藤
原
と
書
き
改
め
た
可
能
性
は
小
さ
い
。
峰
清
は
守
藤
原
を
意

識
的
に
猪
道
に
主
自
主
改
め
て
い
る
）

5
遠
藤
口
内
↓
河

一O

O
引
丁
オ
左
5
池
田
左
秀
宍
道
直
久
↓
池
田
左
秀
藤
原
直
久
（
左
秀
の

下
方
2
字
分
を
刃
物
で
削
り
、
そ
の
削
り
跡
の
上
に
藤
原
を
書
く
。
元
の
字
は

不
明
。
峰
清
は
意
識
的
に
藤
原
を
猪
道
に
書
き
改
め
て
い
る
）

O
引
丁
ウ
左
8
神
口
ト
問
団
附
園
↓
神
田
ト
名
附
奉
引

O
担
丁
オ
右
1
右
徳
米
↓
右
此
徳
米
4
ヨ
リ
↓
5
4
1
5
屋
敷
仕
度
↓

屋
敷
ニ
仕
度
5
故
依
↓
故
ニ
依
左
1
池
田
豊
宍
道
高
久
↓
池
田
豊
藤
原

高
久
（
豊
の
下
方
2
字
分
を
刃
物
で
削
り
、
そ
の
削
り
跡
の
上
に
藤
原
を
書

く
。
元
の
字
は
不
明
。
峰
清
は
意
識
的
に
藤
原
を
宍
道
に
書
き
改
め
て
い
る
）

O
詑
丁
ウ
左
池
田
上
総
宍
道
周
久
↓
池
田
上
総
藤
原
周
久
（
上
総
の
下

方
2
字
分
を
刃
物
で
削
り
、
そ
の
削
り
跡
の
上
に
藤
原
を
書
く
。
元
の
字
は
不

明
。
峰
清
は
意
識
的
に
藤
原
を
宍
道
に
書
き
改
め
て
い
る
）

O
お
丁
オ
右
2
段
目
1
長
津
↓
瀬
2
奥
三
郎
↓
与
5
江
藤
兵
助
↓
軒
木

江
藤
兵
助
3
段
目
1
1
9奉
寄
進
大
工
木
挽
手
間
（
横
書
き
）
↓
（
縦
書

き
）
左
2
段
目
5
千
之
亙
↓
丞
…
3
段
目
3
一
一
人
↓
試
4
一
一
人
↓
試
4
沓
ケ

田
喜
助
↓
沓
回
ノ
4
段
目
2
弥
兵
衛
↓
禰

O
お
丁
ウ
右
中
心
「
奉
再
建
1
」
の
右
側
無
記
↓
（
下
記
8
行
の
祝
詞
あ
り
）

掛
毛
畏
岐
雲
陽
出
雲
園
意
字
郡
笹
布
郷
仁
鎮
粛
奉
利
給
競
」
豆
大
森

大
明
神
速
素
蓋
鳴
尊
仁
坐
豆
天
仁
昇
賜
豆
日
神
仁
」
八
坂
理
乃
曲
王

子
捧
介
天
津
日
嗣
乃
基
乎
成
之
地
仁
降
利
」
天
人
岐
乃
大
蛇
乎
退
治
）



之
賜
伊
豆
民
州
於
安
加
良
志
女
八
L

十
種
乎
蒔
施
之
豆
大
洲
之
内
子

悉
久
青
山
止
成
志
女
給
」
布
貴
幾
御
神
徳
乎
仰
奉
利
別
天
地
者
笹
布

里
勝
多
留
清
地
」
仁
志
天
下
津
磐
根
仁
宮
柱
太
敷
立
高
天
原
仁
千
木

高
知
豆
」
天
乃
御
蔭
日
乃
御
蔭
止
御
徳
深
久
坐
須
忍
於
比
豆
宇
豆
乃

－
（
中
心
）
大
森
大
明
神
社
大
慶
前
↓
御
1
石
垣
馬
場
左
右
通
騎
射
場
↓

（
通
騎
の
間
）
井
中
心
「
奉
再
建
1
」
の
左
側
無
記
↓
（
下
記
8
行
の
祝
詞

〈
前
記
祝
詞
の
続
き
〉
あ
り
）
御
慶
前
仁
石
垣
騎
射
場
乃
形
先
神
主
藤
原
邦

教
立
頼
在
豆
」
持
伊
掛
置
之
仁
何
歳
乃
加
追
大
破
仁
附
改
豆
重
章
八

十
乃
」
氏
人
集
豆
築
立
留
和
子
時
天
保
十
一
歳
与
利
初
女
同
十
一
一
一
」

歳
仁
成
就
仰
願
和
久
和
一
天
泰
平
園
家
安
穏
首
村
畑
田
山
」
林
他
仁

（
ふ
口
市
平
）

不
洩
外
ヨ
リ
来
求
氏
乃
生
名
於
書
紀
佐
和
誓
」
死
札
留
共
早
久
魂
於

反
子
孫
長
久
家
内
安
全
時
乃
難
仁
不
嘗
」
王
穀
能
成
午
馬
乃
蹄
仁
至

（
ム
口
市
子
）

末
豆
安
久
息
災
仁
之
豆
憐
思
乎
垂
」
給
幣
止
恐
美
恐
美
毛
神
主
造
酒

正
藤
原
重
章
（
花
押
）
敬
白
左
上
段
1
池
田
造
酒
宍
道
重
章
↓
池
田

造
酒
正
」
藤
原
重
章
（
花
押
）
（
」
で
改
行
。
棟
札
の
実
物
池
田
・
藤
原
に

は
、
元
の
字
を
削
っ
て
書
き
直
し
た
形
跡
は
な
い
。
峰
清
は
藤
原
の
み
意
識
的

に
宍
道
と
書
き
改
め
て
い
る
）
上
段
3
左
無
記
↓
但
シ
世
話
口
惇
（
以
上
、

下
段
目
昌
子
勘
兵
衛
の
上
方
に
細
字
で
記
す
）
下
段
2
野
産
半
兵
衛
の
下
無
記

↓
諸
事
此
石
垣
ニ
付
而
ハ
抽
厚
功
」
在
之
者
也
4
三
島
↓
嶋
4
三
嶋
庄

『
出
雲
国
意
字
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

右
衛
門
の
下
無
記
↓
諸
事
此
石
垣
ニ
付
而
ハ
抽
厚
功
在
之
者
也
（
細
字

で
記
す
）

5
出
銭
青
銅
四
貫
丈
↓
氏
子
出
銭
青
銅
四
貫
文
（
6
一一一嶋貞三

郎
の
左
脇
に
細
字
で
記
す
）

6
一
一
一
鳥
↓
嶋
6
一
二
嶋
貞
三
郎
の
下
無
記
↓
在
役

中
彼
是
万
端
別
而
」
諸
事
心
配
イ
夕
、
ン
此
石
垣
普
請
」
仁
附
而
ハ
抽
厚

功
之
在
者
也
（
細
字
で
記
す
）

8
永
瀬
太
郎
右
衛
門
の
下
無
記
↓
諸
事
此

石
垣
ニ
付
而
ハ
抽
厚
功
在
之
者
也
（
細
字
で
記
す
）
叩
昌
子
勘
兵
衛
の
下

無
記
↓
諸
事
此
石
垣
ニ
付
而
ハ
抽
厚
功
在
之
者
也
（
細
字
で
記
す
）

O
M丁
オ
右
3
段
目
6
江
藤
口
重
↓
卯
4
段
目
4
本
常
夫
右
衛
門
↓
同

夫
右
エ
門
M
二
一
嶋
庄
蔵
↓
同
庄
戴
M
小
豆
淳
↓
沢
5
段
目
印
永
瀬
宇
一
一
一

郎
↓
同
宇
三
良
ロ
江
藤
又
助
↓
亦
お
野
津
久
五
郎
↓
同
久
五
良
左
1
段

目
5
三
島
停
右
衛
門
↓
同
停
右
エ
門
間
小
島
茂
助
↓
嶋
2
段
目
1
弐
↓

武
2
三
島
喜
代
蔵
↓
嶋
市
江
藤
覚
次
↓
同
覚
次
3
段
目
8
野
津
喜
平
↓

同
喜
平
市
持
田
恵
八
↓
伊
（
出
雲
弁
の
イ
と
エ
の
混
同
に
よ
る
か
）
却
小

島
五
右
衛
門
↓
嶋
・
五
お
家
内
原
庄
三
郎
↓
同
庄
三
良
却
家
内
原
長
四

郎
↓
同
長
四
良
ぬ
庄
司
佐
一
郎
↓
庄
司
利
之
作
4
段
目
6
口
口
五
郎
兵

ヱ
↓
佐

五
良
兵
エ

7
口
口
奥
平
↓
川
嶋
与
平

m江
藤
善
兵
ヱ
↓
同
善

兵
エ
お
佐
藤
口
五
郎
↓
佐
藤
忠
五
良
5
段
目
8
原
田
惣
太
郎
↓
同
惣
太

良
辺
小
島
与
平
↓
小
嶋
与
十
明
日
佐
藤
喜
裁
↓
口
口
喜
戴
6
段
目
1
し
の

↓
家
内
原
し
の

棟
簡
雑
記
」
の
訂
正



O
M丁
ウ
右
1
段
目
5
安
康
↓
築
2
段
目
1
妙
見
杜
↓
現
2
垂
木
ニ
作
ス

↓
タ
ル
木
ニ
作
3
閣
同
閏
惣
荒
神
岡
凶
阿
川
州
間
四
川
凶
↓
ヨ
内

虫
喰
判
読
不
能
4
一
本
田
同
問
圃
岡
閑
聞
取
↓
口
内
虫
喰

判
読
不
能
9
妙
見
神
社
御
社
ヨ
リ
銭
拾
貫
丈
↓
現
（
こ
の
l
行
は
叩
行

目
「
八
幡
大
神
宮
1
」
の
次
行
に
あ
る
）

H
銭
試
拾
貫
↓
銭
試
拾
試
貫
左

1
段
巨
2
弥
一
兵
衛
↓
禰
3
段
目
2
五
六
角
一
間
半
↓
査
4
七
寸
角
一
一

間
半
↓
試
5
松
木
一
本
板
料
一
丁
↓
虫
喰
判
読
不
能
6
松
木
二
本
五
八

角
壱
間
半
二
丁
↓
虫
喰
判
読
不
能
5
段
目
1
五
寸
角
一
間
物
↓
萱
4
松

木
代
二
百
文
↓
武

O
珂
丁
オ
右
3
新
体
正
遷
宮
↓
、
一
部
分
虫
喰
（
「
体
」
で
可
か
）
左
中

心
上
神
主
池
田
邦
李
宍
道
邦
教
敬
白
↓
虫
喰
判
読
不
能
（
宍
道
の
2
字

は
こ
れ
ま
で
の
改
震
か
ら
見
て
原
棟
札
に
書
い
て
あ
る
か
疑
わ
し
い
）
中
心
下

御
護
起
世
話
人
野
津
重
吉
↓
虫
喰
判
読
不
能
2
段
目
2
庄
屋
土
口
郎
兵

衛
↓
虫
喰
判
読
不
能
3
畑
林
次
↓
虫
喰
判
読
不
能
3
段
目
2
願
主
↓
虫

喰
判
読
不
能
4
段
目
4
重
吉
↓
虫
喰
判
読
不
能
5
要
右
ヱ
門
↓
虫
喰
判

読
不
能
6
弥
三
左
ヱ
門
↓
虫
喰
判
読
不
能
7
興
一
一
一
次
↓
虫
喰
判
読
不
能

8
三
島
弥
右
ヱ
門
↓
虫
喰
判
読
不
能
9
永
瀬
兵
吉
↓
虫
喰
判
読
不
能
川

永
瀬
喜
兵
衛
↓
虫
喰
判
読
不
能
円
伊
藤
林
次
↓
虫
喰
判
読
不
能
ロ
坪
内

利
兵
衛
↓
虫
喰
判
読
不
能
5
段
目
1
i
2細
工
人
」
京
都
大
仰
師
↓
l

行
書
き
3
田
中
戒
之
亙
↓
、
虫
喰
で
消
滅

。
お
丁
ウ
右
2
神
主
池
田
造
酒
正
宍
道
重
章
↓
池
田
造
酒
正
源
重
章

（
峰
清
は
意
識
的
に
源
を
宍
道
に
書
き
改
め
て
い
る
）

3
己
酉
↓
巳

O
U丁
オ
右
（
表
）
中
心
「
随
神
二
柱
1
」
の
右
側
無
記
↓
神
祇
永
昌
天
地

平
穏
同
左
側
無
記
↓
大
政
贋
敷
村
閣
安
全
2
段
目
2
宍
道
重
芋
＋
重
章

（
峰
清
は
意
識
的
に
宍
道
を
書
き
加
え
て
い
る
）

3
段
目
4
嘉
十
↓
重
（
裏
）

2
段
目
1
塗
師
↓
直
2
塗
師
↓
直
左
（
表
）
池
田
造
酒
正
宍
道
重
章
↓

池
田
造
酒
正
源
重
章
（
峰
清
は
意
識
的
に
源
を
宍
道
に
書
き
改
め
て
い
る
）

O
U丁
ウ
右
（
表
）
中
心
「
奉
修
覆
妙
見
社
一
宇
1
」
右
側
3
行
年
号
年
数
十

一
一
支
注
記
↓
ナ
シ
同
左
側
2
行
年
号
年
数
十
二
支
注
記
↓
ナ
シ
中
心
池
田

佐
秀
宍
道
直
久
↓
池
田
佐
秀
直
久
（
峰
清
は
意
識
的
に
宍
道
を
書
き
加
え

て
い
る
）
（
裏
）
7
段
目
2
永
瀬
勘
右
衛
門
↓
同
勘
右
衛
門
3
永
瀬
善
右
衛

門
↓
同
善
右
衛
門
左
（
表
）

1
高
天
原
か
↓
仁
3
妙
見
神
社
↓
現
3
池
田

上
総
宍
道
周
久
（
池
田
の
下
方
数
字
分
を
削
り
、
そ
の
削
り
跡
の
上
に
、

6

字
を
書
く
。
元
の
字
数
は
、
よ
り
も
少
な
か
っ
た
ら
し
く
、
、
は
全
体
的
に
上

下
を
圧
縮
し
て
書
い
て
い
る
。
元
の
字
は
不
明
）
（
裏
）
中
心
小
豆
沢
圏
一
三
郎

↓
小
豆
沢
輿
三
良
1
段
目
1
弥
兵
衛
↓
嫡
3
喜
兵
衛
↓
品
3
段
目
2
永

瀬
平
兵
衛
↓
同
平
兵
衛
4
小
豆
津
喜
四
郎
↓
沢
・
品

O
沼
丁
オ
右
（
表
）

1
高
天
原
仁
↓
高
天
原
仁
千
木

2
（
中
心
）
妙
見
↓



現
2
池
田
豊
宍
道
喬
久
↓
池
田
豊
喬
久
（
峰
清
は
意
識
的
に
宍
道
を
書
き

加
え
て
い
る
）

3
千
木
高
知
豆
↓
、
ナ
シ
（
裏
）
4
段
目
3
大
三
郎
↓
太

O
却
丁
ウ
右
中
心
神
事
↓
蔓
2
段
目
1
池
田
上
総
周
久
（
、

2
字

分
空
白
）
↓
池
田
上
総
藤
原
周
久
（
峰
清
は
意
識
的
に
藤
原
を
害
か
ず
に

空
白
に
し
て
い
る
）

3
段
目
5
完
道
町
米
壱
俵
↓
、
ナ
シ
左
2
段
目
1
一一一

島
輿
八
↓
与
1
1
6
一一一島奥八
1
江
藤
兵
助
の
右
肩
に
各
人
の
注
記
無
記
↓

（
次
の
注
記
あ
り
）

l
一
二
嶋
2
江
尻
3
畑
ノ
上
4
京
学
5
ヒ
ワ
ク
ド
シ
6

ハ
タ
ナ
ル
日
・
刊
は
木
幡
・
宮
姐
の
右
肩
に
各
人
の
注
記
無
記
↓
（
次
の
注
記

あ
り
）
日
菜
種
ヤ
ロ
ハ
シ
ヅ
メ
佐
々
布
フ
4
段
目
1
1
6
本
常
安
兵
衛
1

野
津
和
三
郎
の
右
肩
に
各
人
の
注
記
無
記
↓
（
次
の
注
記
あ
り
）

l
薮
田
カ

ミ
2
海
部
3
下
海
部
4
慶
徳
5
鴨
分
6
品
田
3
1
6段
目
8
小
一
旦
淳
作
左

衛
門
右
一
肩
一
の
注
記
無
記
↓
白
石
村
ノ
西
ノ
垣
内
6
段
目
2
源
十
↓
源
十
郎

7
輿
四
郎
↓
与
1
1
7
永
瀬
新
右
衛
門
1
野
津
輿
四
郎
の
右
一
肩
一
に
各
人
の
注

記
無
記
↓
（
次
の
注
記
あ
り
）

l
下
薮
田
2
土
井
3
紙
屋
4
新
ヤ
シ
キ
5

仁
井
ヤ
6
中
平
田
7
近
啓

O
引
丁
オ
右
1
古
来
占
毎
圏
↓
歳
2
近
年
↓
近
」
年
4
神
蔓
怠
惰
↓

神
事
情
怠
4
1
5
難
斗
」
左
候
而
ハ
↓
難
斗
左
」
候
而
者
5
1
6
庄
屋

役
」
勤
候
↓
庄
屋
役
勤
」
候
6
1
7
有
口
カ
相
怠
惰
」
も
無
覚
束
↓
有

来
カ
相
惰
怠
も
無
覚
」
束
7
白
石
宍
道
↓
完
道
白
石
7
1
8
現
米
」
拾

『
出
雲
国
意
宇
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

表
↓
現
米
拾
」
表
8
畑
谷
ニ
お
ゐ
て
↓
、
ナ
シ
8
1
9新
田
願
」
御
竿

受
↓
新
田
」
願
御
竿
受
9
怠
惰
↓
惰
怠
叩
無
穴
県
↓
無
窮
叩
大
森
大
明

神
↓
大
森
神
明

m
i
n氏
子
繁
栄
」
之
元
と
大
慶
奉
仰
↓
氏
子
繁
栄
之

元
と
」
大
慶
奉
仰

n
iロ
子
孫
幾
」
久
敷
大
森
大
明
神
之
御
玉
串
↓
子

孫
幾
久
敷

大
森
大
明
神
之
」
御
玉
串
ロ
な
り
↓
な
利
左
上
段
1
謹
丈

ノ
罵
↓
誼
文
之
写
9
思
立
↓
思
ヒ
立

m
i
n
一
統
大
慶
仕
」
候
↓
一
統

大
」
慶
口
口

n然
ル
上
ハ
↓
、
ナ
シ

n
iロ
永
代
神
夏
」
相
撲
↓
永
代
」

神
事
相
撲
ロ

i
u本
常
」
安
兵
衛
↓
日
本
常
安
兵
衛
日
手
判
一
札
如
件

一
札
知
件
巧
天
明
四
年
辰
一
一
一
月
↓
天
明
四
年
」
辰
一
一
一

↓

m
l
u手
判
」

月
日
次
↓
ナ
シ
下
段
1
次
↓
ナ
シ
（
原
棟
札
、
上
段
弘
一
札
如
件
の
「
件
」

6
画
目
縦
棒
線
を
、
下
段
l
佐
々
布
村
の
「
佐
」
字
の
頭
ま
で
l
「
形
に
延
長
。

「
棟
筒
雑
記
』
は
こ
の
墨
線
を
模
写
せ
ず
、
代
り
に
上
段
日
の
「
次
」
と
下
段

ー
の
「
次
」
の
字
に
よ
り
、
棟
札
上
段
の
文
が
下
段
の
文
に
続
く
こ
と
を
示
す
）

o
m丁
ウ
左
3
社
司
朋
意
宅
久
↓
社
司
池
田
朋
意
藤
原
宅
久

（
峰
清
は
意
識
的
に
池
田
と
藤
原
を
省
い
て
い
る
。
、
の
空
白
は
、
後
か
ら
字

〈
他
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
宍
道
・
猪
道
・
出
雲
・
出
雲
臣
な
ど
の
可
能
性
が
大
き
い
〉
を

入
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
か

O
引
丁
オ
右
下
段
3
安
兵
衛
↓
安
衡
門
左
上
段
1
三
嶋
七
郎
右
衛
門
↓
、

ナ
シ
2
持
田
藤
兵
衛
↓
、
ナ
シ
3
佐
藤
善
一
一
一
郎
↓
左

棟
簡
雑
記
』
の
訂
正



O
引
丁
ウ
左
1
社
奉
行
↓
御
社
奉
行

2
（
中
心
）
大
主
↓
御
大
主
3
社

司

左

秀

直
久
↓
社
司
池
田
左
秀
直
久
（

の
2
字
分
空
白
な

し
。
峰
清
は
音

に
空
白
を
設
け
て
い
る
。
、

の
空
白
は
後
か
ら
字
〈
他
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
宍
道
・
猪
道
・
出
雲
・
出
雲
臣
な
ど

の
可
能
性
が
大
き
い
〉
を
入
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
か

O
白
丁
オ
右
下
段
1
禰
↓
弥
左
下
段
2
五
郎
兵
右
門
↓
衛

O
白
丁
ウ
左
中
心
池
田
上
総
宍
道
周
久
↓
池
田
上
総
藤
原
周
久
（
峰
清

は
意
識
的
に
藤
原
を
宍
道
に
書
き
改
め
て
い
る

0
日
丁
オ
右
下
段
1
庄
司
↓
屋
（
『
棟
簡
雑
記
』
朱
注
「
屋
カ
」
は
後
か
ら

棟
札
の
実
物
を
見
ず
に
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
2
本
常
口
助
↓
喜
5
宮
廻

↓ 
迫
0
日
丁
ウ
左
1
（
中
心
）
の
右
側
無
記
↓
社
奉
行
乙
部
次
郎
兵
衛
大
野
権

右
衛
門
（
奉
行
名
は
「
社
奉
行
」
を
中
心
に
横
並
び
）

1
（
中
心
）
池
田
満

穂
宍
道
邦
教
↓
池
田
満
穂
藤
原
邦
教
（
峰
清
は
意
識
的
に
藤
原
を
宍
道
に

書
き
改
め
て
い
る
）

2
石
見
守
出
雲
重
旨
↓
石
見
守
藤
原
重
旨
（
峰
清
は

意
識
的
に
藤
原
を
出
雲
に
書
き
改
め
て
い
る
）

3
河
内
↓
河
内
正
4
代
勤
神

主
兼
邦
教
↓
幣
頭
職
兼
勤
神
主
満
穂
邦
教

0
日
丁
オ
右
2
吉
郎
兵
口
↓
衛

0
日
丁
ウ
左
4
（
中
心
）
神
、
王

口
章
↓
神
主
池
田
造
酒

造
酒
正

四

正
藤
原
重
章
（
峰
清
は
意
識
的
に
池
田
と
藤
原
を
省
略
し
、

r

に
空
白
を
設

け
て
い
る
。
つ
の
空
白
は
後
か
ら
字
〈
他
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
宍
道
・
猪
道
出
雲
・

出
雲
臣
な
ど
の
可
能
性
が
大
き
い
〉
を
入
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
）

0
日
丁
オ
右
3
（
中
心
）
三
嶋
口
口
↓
儀
助
5
持
田
六
左
衛
門
↓
右

0
日
丁
ウ
左
2
（
中
心
）
有
栖
川
口
仁
親
王
↓
織
（
『
棟
簡
雑
記
』
は
峨
の
偏

を
抹
消
）

0
日
丁
オ
右
4
段
目
4
三
島
口
裁
↓
祐
5
持
田
仙
四
口
↓
郎
6
宮
廻
弥

次
郎
↓
粥
9
宮
廻
林
口
市
↓
宮
廻
林
市
左
3
段
目
3
宮
廻
瀬
助
↓
4
持

回
重
助
の
左
に
あ
り

O
印
丁
ウ
1
段
目
3
段
目
金
額
の
上
に
打
っ
た
，
↓
ナ
シ
1
段
目
6

五

百
文
↓
同
7
四
百
四
拾
三
文
↓
同
H

弐
百
丈
↓
同
2
段
目
印
友
助

↓
七
引
同
豊
一
口
内
↓
所
・
助
3
段
目
2

弐
百
丈
↓
正
げ
百
丈
↓

正
4
段
目
3
東
林
木
忠
五
郎
↓
ノ
ロ
学
頭
↓
村
4
段
目

m二百一同忠

口
ヱ
門
↓
一
一
一
島
忠
左
衛
門
3
段
目
i
4段
目
左
端
天
保
六
年
」
未
一
一
一
月
」

頭
取
世
話
人
」
宮
迫
覚
四
郎
」
三
島
忠
左
ヱ
門
↓
（
棟
札
裏
に
記
す
。

ま
た
、
棟
札
裏
は
「
熊
野
神
社
獅
子
御
寄
進
」
を
擦
り
抹
消
）

o
m丁
ウ
右
3
段
目
1
1
日
三
島
種
美
1
多
根
茂
一
郎
の
下
の
地
名
↓
ナ
シ

左
1
段
目
1
1
8慶
太
郎
1
亀
太
郎
の
下
の
屋
号

v
ナ
シ
4
段
目
4
・

6

問
・
日
・
ロ
・
M
M
－

W
人
名
上
の
朱
点
J
ナ
シ
5
、
水
瀬
停
太
郎
の
下
の
註



記
「
父
ヲ
重
右
ヱ
門
ト
云
フ
」
伯
州
境
住
↓
ナ
シ

m－
n
・
ロ
・
日
・

げ
人
名
の
下
の
注
記
↓
ナ
シ
5
段
目
5
藤
原
口
三
郎
↓
亀
5
段
目
8
j
9

一
名
政
蔵
ト
云
フ
木
挽
ヲ
ナ
ス

4
段
目
口
「
庄
司
善
八
断
絶
」
の
下
方
）

文
化
十
四
丑
生
レ
」
学
頭
ヨ
リ
養
子
ニ
入
ル
↓
ナ
シ

O
位
丁
オ
（
裏
）
右
1
段
目
1
口
口
↓
陽
暦

O
M丁
オ
中
段
8
三
島
禰
助
↓
弥
下
段
5
小
島
喜
次
郎
↓
治
同
永
瀬
源

次
郎
↓
七
げ
江
藤
栄
太
郎
↓
条
剖
無
記
↓
順
位
抽
義

O
巧
丁
オ
3
段
目
5
三
島
禰
次
郎
↓
福

四

『
棟
簡
雑
記
』

の
信
憲
性
｜
｜
『
風
土
記
』
猪
像
石
に
ふ
れ
つ
つ

l
ー

O
汚
丁
ウ
中
段
間
宮
廻
札
太
郎
↓
纏
下
段
6
渡
部
清
市
↓
一

8
江
藤
口

市
↓
種
目
印
藤
原
与
市
↓
輿

O
苅
丁
オ
上
段
9
石
原
口
三
郎
↓
勇
中
段
叩
昌
子
口
太
郎
↓
友
日
昌
子

口
三
郎
↓
伊
げ
坪
内
信
善
↓
義

O
花
丁
ウ
3
段
目
日
佐
藤
与
一
郎
↓
輿
2
・
お
無
記
↓
藤
原
拾
市
・
庄

司
謙
市
（
『
棟
簡
雑
記
」
は
2
段
目
1
・
2
に
あ
り
）

O
（
補
ご
下
段
8
i
M
江
藤
栄
太
郎
土
庄
司
長
次
郎
の
上
方
横
書
き
の
順

位
抽
鏡
↓
日
（
M
H

庄
司
長
次
郎
の
次
行
に
縦
書
き

『
棟
簡
雑
記
』
を

B
論
文
で
紹
介
し
た
際
、
筆
録
者
で
あ
る
大
森
神
社
神
職
宍
道
峰
清
の
「
人
物
の
性
格
上
本
文
書
の
記
載
内
容
は
批
判
的
な

検
討
を
要
す
る
が
、
多
く
は
忠
実
な
態
度
（
包
丁
ウ

1
n丁
ウ
は
棟
札
の
汚
損
も
模
し
て
い
る
）
で
写
し
た
も
の
と
思
う
。
」
と
し
、
特
に
「
辺
丁
ウ

元
亀

3
年
大
森
神
社
最
古
の
棟
札
は
、
後
掲
『
雲
陽
誌
』
の
「
元
亀
三
年
修
造
の
棟
札
あ
り
」
に
該
当
す
る
か
ら
貴
重
で
あ
る
。
地
頭
宍
道
松

寿
丸
は
宍
道
氏
の
研
究
に
有
益
で
あ
ろ
う
。
」
（
附
ペ
下
段
1
行
目
1
5
行
目
）
と
評
価
し
た
。

し
か
し
、
第
1
章
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
在
大
森
神
社
神
殿
内
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
棟
札
中
に
元
亀
3
年
棟
札
は
存
在
せ
ず
、
こ
の
他
に
も

多
数
の
棟
札
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
『
棟
簡
雑
記
』
全
体
の
信
恵
牲
に
つ
い
て
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
今
回
私
の
検
討

し
得
た
範
囲
に
関
し
て
は
、
峰
清
の
筆
録
時
の
誤
記
・
脱
漏
・
字
体
の
変
更
・
省
略
・
音

「
出
雲
国
意
宇
都
宍
道
郷
佐
雑
村

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

漏
・
字
体
の
変
更
は
特
別
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
記
載
内
容
の
信
恵
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五

大
森
神
社

棟
筒
雑
記
』
の
訂
正



一」

ノ、

省
略
の
う
ち
最
も
顕
著
な
の
が
、

お
丁
ウ
右
（
天
保
日
年
大
森
大
明
神
社
御
贋
前
石
垣
馬
場
左
右
通
弁
騎
射
場
再
建
札
）
凶
行
の
祝
詞
で
あ
る
。
好
意

的
に
見
れ
ば
、

お
丁
ウ
右
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
見
る
と
紙
幅
の
都
合
に
よ
る
省
略
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、

担
丁
オ
左
の
よ
う

に
相
当
細
か
い
字
も
書
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
熱
意
が
あ
れ
ば
書
写
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
意
志
を
持
た
な
か
っ
た
の
は
、

祝
詞
の
文
章
が
定
型
的
で
特
段
に
重
視
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
祝
詞
に
は
峰
清
の

4
代
前
の
神
主

邦
教
に
始
ま
り
、
彼
の
父
重
章
（
A
論
文
町
内
ペ
ー

η
ペ
「
宍
道
氏
家
系
図
」
）
が
再
建
し
た
功
績
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
の
理
由

で
採
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
納
得
し
難
い
。
そ
こ
で
、
私
は
、
こ
の
祝
詞
に
大
森
神
社
の
か
つ
て
の
祭
神
名
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
原

因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
即
ち
、
祝
詞
の

2
行
目
に
は
「
大
森
大
明
神
速
素
蓋
鳴
尊
仁
坐
亘
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
雲
陽
誌
」

の
「
大
森
明
神

素
蓋
鳴
尊
を
ま
つ
る
」
に
一
致
す
る
。
し
か
し
、

C
論
文
に
論
じ
た
如
く
、
大
森
神
社
は
幕
末
か
ら
明
治
年
間
に
か
け
て
式

内
宍
道
神
社
を
主
張
し
て
他
の

2
社
と
激
し
く
争
っ
た
。

B
論
文
M
ベ
下
段
に
紹
介
し
た
秦
忠
男
氏
所
蔵
大
森
神
社
明
細
帳
は
、
明
治
時
代
に

め
お
と

峰
清
が
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
祭
神
を
「
国
作
大
穴
牟
遅
命
」
と
し
て
い
る
。
大
森
神
社
境
外
地
に
女
夫
岩
（
宍
道
町
大
字

白
石
内
）
が
あ
り
、
同
社
は
こ
れ
を
『
出
雲
国
風
土
記
」
意
字
郡
宍
道
郷
の
所
造
天
下
大
神
命
の
追
っ
た
猪
の
化
し
た
岩
と
し
て
幕
末
以
来
喧
伝

し
て
い
た
。
『
棟
簡
雑
記
』
は
神
社
明
細
帳
提
出
の
た
め
の
基
本
資
料
と
し
て
明
治
日
－

H
年
頃
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
B
論
文
凶
ペ
上

段
8
ベ

t
mペ
）
か
ら
、
祭
神
を
素
蓋
鳴
尊
と
す
る
棟
札
が
あ
る
の
は
都
合
が
悪
い
筈
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
峰
清
が
こ
の
祝
詞
を
意
図
的
に

省
略
し
た
可
能
性
が
非
常
に
大
き
い
と
考
え
る
。

次
に
、
意
識
的
な
改
変
に
つ
い
て
採
り
上
げ
る
。
前
章
の
訂
正
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
大
森
神
社
（
ほ
か
諸
社
）
の
神
職
名
に
集
中
的
に
認
め
ら

れ
、
そ
の
他
の
人
名
・
社
名
・
年
月
日
等
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
神
職
名
の
改
変
を
『
棟
簡
雑
記
』
の
記
載
順
に
並
べ
る
と
次
の
如
く
で

あ
る
。
↓
の
上
は
棟
札
（
等
）
に
見
え
る
人
名
、
下
は
『
棟
簡
雑
記
』
に
見
え
る
人
名
。

5
丁
ウ

池
田
友
意
藤
原
宅
久
↓
宍
道
友
意
出
雲
宅
久

元
禄
山
山
〈
口
C
G

〉
年
熊
野
大
権
現
社

M
丁
ウ

池
田
越
前
守
藤
原
信
清
↓
五
位
越
前
守
勲
業
信
清

（
寛
文
元
〈
5
2
v
年
大
森
大
明
神
社
）



お
丁
ウ

お
丁
ウ

幻
丁
ウ

お
丁
ウ

出
丁
オ

包
丁
オ

明
記
丁
ウ

お
丁
ウ

お
丁
ウ

幻
丁
オ
右
（
表
）

幻
丁
オ
左
（
表
）

初
出
丁
ウ
右
（
表
）

幻
丁
ウ
左
（
表
）

お
丁
オ
右
（
表
）

組
丁
ウ

回
丁
ウ

日
丁
ウ

回
丁
ウ

日
丁
ウ

口
口
口
口
藤
原
口
久
↓
池
田
友
意
宍
道
宅
久

池
田
左
秀
藤
原
直
久
↓
池
田
左
秀
宍
道
直
久

池
田
邦
李
藤
原
邦
教
↓
池
田
邦
李
出
雲
臣
邦
教

池
田
薩
摩
守
藤
原
重
芳
↓
池
田
薩
摩
守
猪
道
重
芳

池
田
左
秀
藤
原
直
久
↓
池
田
左
秀
宍
道
直
久

池
田
豊
藤
原
高
久
↓
池
田
豊
宍
道
高
久

池
田
上
総
藤
原
周
久
↓
池
田
上
総
宍
道
周
久

池
田
造
酒
正
藤
原
重
章
↓
池
田
造
酒
宍
道
重
章

池
田
造
酒
正
源
重
章
↓
池
田
造
酒
正
宍
道
重
章

重
章
↓
宍
道
重
章

（
正
徳
3
〈H
2
e
年
大
森
大
明
神
社
）

（
寛
延
3
〈ロ

gv
年
大
森
明
神
社
）

（
天
明
7
ニ
認
叶
〉
年
大
森
大
明
神
社
）

（
文
政
6
〈民一
Nω
〉
年
大
森
大
明
神
社
）

（
延
享
2
ニ
認
印
〉
年
大
森
大
明
神
社
）

（
明
和
5
〈ロ
gv
年
大
森
大
明
神
社
）

（
安
永
2
C
3
e
年
大
森
大
明
神
社
）

天
保
日
〈
HEN
〉
年
大
森
大
明
神
社
）

（
嘉
永
2
2
E由
〉
年
〈
大
森
大
明
神
社
？
〉
）

（
文
久
2
〈
HgN
〉
年
〈
大
森
大
明
神
社
？
〉
）

（
嘉
永
元
〈

HE〉
年
宇
賀
大
明
神
社
）

池
田
造
酒
正
源
重

tT池
田
造
酒
正
宍
道
重
章

池
田
左
秀
直
久
↓
池
田
左
秀
宍
道
直
久

池
田
爾
閉
開
削
凶
↓
池
田
上
総
宍
道
周
久

池
田
豊
喬
久
↓
池
田
豊
宍
道
喬
久

池
田
上
総
藤
原
周
久
↓
池
田
上
総

周
久

池
田
朋
意
藤
原
宅
久
↓

朋
意

宅
久

池
田
左
秀
直
久
↓

左
秀

直
久

池
田
上
総
藤
原
周
久
↓
池
田
上
総
宍
道
周
久

池
田
満
穂
藤
原
邦
教
↓
池
田
満
穂
宍
道
邦
教

『
出
雲
国
意
宇
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

（
寛
延
3

C司
令
年
妙
現
神
社
）

（
天
明
2
〈
HaN
〉
年
妙
現
神
社
）

（
宝
暦
U

C
芯
H

〉
年
妙
現
神
社
）

天
明
4
〈
】
骨
密
〉
年
大
森
大
明
神
社
）

（
享
保
6
〈ロ
N
C
年
熊
野
大
権
現
社
）

（
寛
延
2
〈
口
怠
〉
年
熊
野
大
権
現
社
）

（安、水
3
〈
見
記
〉
年
熊
野
神
社
）

（
享
和
元
〈
HgHV
年
熊
野
神
社
）

村
社
雑
社
旧
摂
末
杜

棟
簡
雑
記
』
の
訂
正

七



J¥ 

M
丁
ウ

池
田
造
酒
正
藤
原
重
章
↓

造
酒
正

主若
一明ー
耳主~JG

gg 

年
熊
野
神
社

（
天
保
6
〈

H
8
9
年
熊
野
神
社
）

日
丁
ウ

石
見
守
藤
原
重
旨
↓
石
見
守
出
雲
重
旨

こ
れ
ら
の
改
変
の
う
ち
、

5
丁
ウ
は
池
田
氏
を
宍
道
氏
に
改
め
よ
う
と
す
る
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

M
丁
ウ
は
社
司
の
池
田
氏
を
認

め
た
く
な
い
意
思
に
基
づ
く
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
は
宍
道
氏
と
ま
で
改
変
す
る
の
を
偉
っ
て
池
田
氏
は
容
認
す
る
が
、
本
姓
の
源
・

藤
原
を
宍
道
（
猪
道
）
に
改
め
る
こ
と
で
、
神
職
達
が
戦
国
武
将
の
宍
道
氏
に
係
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
意
図
が
明
瞭

に
伺
わ
れ
る
。
宍
道
は
佐
々
木
京
極
氏
よ
り
出
た
地
名
に
よ
る
氏
の
名
で
、
「
宍
道
（
猪
道
）
」
の
知
き
本
姓
は
知
ら
な
い
。
ま
た
、
出
雲
一
・
出
雲

臣
も
本
姓
の
つ
も
り
で
用
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ら
も
本
姓
で
は
な
い
。
峰
清
は
本
姓
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
た
な
か
っ
た
か
、
さ
も
な

く
ば
承
知
で
牽
強
な
改
変
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
大
森
神
社
の
神
職
の
氏
が
も
と
池
田
で
あ
っ
た
の
を
、
明
治
維
新
時
に
峰
清
の
父
重

（

1
）
 

章
が
宍
道
（
幸
雄
）
と
改
姓
し
た
こ
と
と
係
わ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

5
丁
ウ
の
池
田
を
宍
道
に
改
変
し
た
の
は
、
古
く
元
禄
同
年
当
時
は

池
田
氏
で
な
く
宍
道
氏
を
名
乗
っ
て
い
た
と
し
、
明
治
維
新
時
の
宍
道
氏
へ
の
改
姓
の
根
拠
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
と
も

か
く
、
こ
れ
ら
の
意
識
的
な
改
変
は
正
し
く
改
寵
と
言
、
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、

B
論
文
で
大
森
神
社
神
職
の
宍
道
家
（
池
田
家
）
の
家
系
図
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
は
訂
正
を
要
す
る
。
即
ち
、

「
旧
稿
」
（
A
論
文
を
指
す
：
：
：
服
部
注
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
「
宍
道
氏
家
系
図
」
の
少
な
く
と
も
紹
介
し
た
範
囲
（
そ
の
他
は
真
偽
の
程
が

極
め
て
疑
わ
し
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
）
に
つ
い
て
は
虚
構
と
は
思
わ
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
「
旧
稿
」
の
範
囲
内
で
の
系
図
中
の
神

職
の
実
在
は
本
棟
札
（
『
棟
簡
雑
記
』
の
：
：
：
服
部
注
）
に
よ
っ
て
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
有
益
で
あ
る
（
凶
ペ
下
段
凶
行
目
l
幻
行
目
）

し
か
し
、
『
棟
筒
雑
記
」
棟
札
の
宍
道
（
池
田
）
氏
の
人
名
の
一
部
に
改
寵
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
実
在
を
裏
付
け

る
一
等
史
料
と
は
な
し
難
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
改
寵
と
呼
ぶ
べ
き
改
変
は
主
と
し
て
神
職
の
人
名
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
棟
札
の
実
物
と
比
較

で
き
な
い
主
に
神
職
名
を
史
料
と
し
て
扱
う
こ
と
は
慎
重
を
要
す
る
。
ま
た
、

B
論
文
に
元
亀
3
年
大
森
神
社
最
古
の
棟
札
に
見
え
る
「
地
頭

宍
道
松
寿
丸
は
宍
道
氏
（
戦
国
武
将
の
：
：
：
服
部
注
）
の
研
究
に
有
益
で
あ
ろ
う
。
」
（
凶
ベ
下
段
4
行
目
1
5
行
目
）
と
し
た
。
こ
の
松
寿
丸
は
神
職



で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
右
の
如
く
峰
清
は
宍
道
氏
に
対
す
る
強
い
こ
だ
わ
り
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
棟
札
の
実
物
が
出
現
す
る
ま
で
は
史
料
と

し
て
の
採
用
を
保
留
す
る
か
、
も
し
く
は
限
定
条
件
付
き
で
利
用
す
べ
き
も
の
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
改
震
を
見
る
と
、

B
論
文
に
お
い
て
、
峰
清
の
「
人
物
の
性
格
上
本
文
書
の
記
載
内
容
は
批
判
的
な
検
討
を
要
す
る
」
と
し
た

の
は
妥
当
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
「
多
く
は
忠
実
な
態
度
（
包
丁
ウ

i
n丁
ウ
は
棟
札
の
汚
損
も
模
し
て
い
る
）
で
写
し
た
も
の
と
思
う
。
」
（
肘
ベ
下

段
1
行
目
1
3
行
目
）
と
い
う
評
価
は
全
面
的
に
は
当
ら
な
い
。
そ
の
点
で
「
お
丁
ウ
右
慶
長
日
年
棟
札
の
汚
損
部
の
『
神
宮
司
・
出
雲
臣
・

随
神
四
郎
』
が
忠
実
な
写
し
な
の
か
、
峰
清
の
主
観
が
入
っ
て
い
な
い
か
、
不
安
な
し
と
し
な
い
。
」
（
凶
ペ
下
段
7
行
目
1
9行
目
）
と
危
倶
し
た

（
虫
喰
）

の
は
的
中
し
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
同
じ
慶
長
日
年
棟
札
の
神
職
名
「
従
五
位
下
神
主
円
い
］
民
部
太
夫
繁
置
」
の
虫
喰
の
形
を
象
っ
た
模

写
は
、
宍
道
（
池
田
）
家
に
都
合
の
悪
い
字
（
氏
？
）
を
隠
そ
う
と
し
た
作
為
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
す
ら
生
ず
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
今
回
の
訂
正
の
範
囲
で
は
、
神
職
名
の
取
り
扱
い
に
特
に
注
意
を
要
す
る
丈
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
但
し
、

改
寵
は
主
に
池
田
・
宍
道
と
い
う
氏
の
部
分
、
藤
原
・
宍
道
・
猪
道
・
出
雲
・
出
雲
臣
と
い
う
本
姓
（
相
当
）
の
部
分
だ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
を

除
外
し
た
箇
所
を
初
め
か
ら
考
慮
外
に
置
く
必
要
も
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
神
職
名
以
外
は
棟
札
の
実
物
の
記
載
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
か
ら
、
史
料
と
し
て
扱
う
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
神
殿
内
に
存
在
し
な
い
棟
札
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
外
部
史
料
が
な
い
場

合
、
棟
札
等
の
実
物
が
見
つ
か
る
ま
で
は
史
料
と
し
て
採
用
し
な
い
の
が
安
全
で
あ
る
。
や
む
を
得
な
い
場
合
は
神
職
名
の
氏
・
本
姓
・
本
姓

相
当
を
除
い
た
部
分
を
参
考
史
料
と
し
て
扱
っ
て
は
い
か
が
か
と
思
う
。

主（1
）
大
森
神
社
の
境
外
地
の
女
夫
岩
は
、
宍
道
（
池
田
）
家
に
よ
り
『
出
雲
国
風
土
記
」
の
猪
像
石
と
し
て
紀
ら
れ
た
時
代
が
幕
末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て

あ
っ
た
。
島
根
県
教
育
委
員
会
も
こ
れ
を
「
風
土
記
」
猪
像
石
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
県
指
定
文
化
財
に
指
定
し
た
。

B
論
文
の
公
刊
後
、

椙
山
林
継
氏
は
女
夫
岩
を
「
宍
道
氏
が
永
く
祭
り
を
伝
え
て
き
た
こ
と
も
、
『
風
土
記
」
の
伝
承
の
継
承
地
で
あ
る
証
左
と
も
一
吉
え
（
中
略
、
服
部
）
そ
の

『
出
雲
国
意
字
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

棟
筒
雑
記
」
の
訂
正

九



。

土
地
の
名
の
起
こ
り
だ
と
伝
え
る
と
共
に
、
そ
の
L
L
地
の
名
を
負
う
宍
道
氏
が
祭
り
続
け
て
い
た
o
」
（
相
山
林
紋
「
女
ト
火
山
石
遺
跡
の
学
術
的
価
値
に
つ
い
て
」

『
宍
道
女
犬
山
石
遺
跡
整
備
時
間
知
』
、
ん
人
道
・
久
犬
山
遺
跡
整
備
検
討
委
員
会
作
成
、
平
成
9
〈

W
〉
年
ロ
月
、
宍
道
町
c

修
治
は
服
部
）
と
し
て
、
宍
道
氏
と
い
う
姓
自

体
に
学
問
的
根
拠
を
求
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
私
は

C
①
論
文
に
お
い
て
A
論
1X
の
「
宍
道
氏
家
系
図
」
と
B
論
文
に
よ
り
、
「
大
森
神
社
神
職
宍
道
氏
は
明
治
維
新
以
前
は
池
田
氏

を
名
乗
っ
て
い
た
」
（
弘
ペ
卜
段
3
行
U
1
凶
行
日
）
と
批
判
し
た
。
今
回
実
物
の
棟
札
で
こ
れ
は
一
層
確
実
と
な
っ
た
。
『
棟
簡
雑
記
」

5
丁
ウ
元
禄
凶

年
熊
野
大
権
現
社
の
宍
道
友
意
出
雲
古
久
も
池
山
・
藤
以
の
改
震
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
か
ら
、
現
在
比
る
こ
と
の
で
き
る
大
森
神
社
神
殿
内
の
棟
札

に
よ
れ
ば
、
明
治
維
新
以
前
に
女
上
人
引
を
「
そ
の
上
地
の
名
を
負
う
宍
道
氏
が
祭
り
続
け
て
い
た
」
と
い
う
事
実
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

＊
「
女
夫
山
石
は
「
出
雲
国
風
土
記
』
の
宍
道
郷
条
に
記
さ
れ
た
猪
像
に
比
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
『
風
土
記
』
の
伝
承
と
現
存
す
る
遺
跡
と
の
関
わ

り
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
o
」（

γ成
9
〈

W
〉）年
3
月
6
日
附
島
根
県
教
育
委
員
会
島
候
県
文
化
財
保
護
審
議
会
宛
諮
問
文
書
「
提
案
理
由
」
の

ω）

平
成
9
年
5
月
幻
日
附
島
根
県
文
化
財
保
護
審
議
会
島
根
県
教
育
委
員
会
宛
答
申
書

＊ 
＊ 五

棟
札
と

「
宍
道
氏
家
系
図
」

の
関
係

最
後
に
、
実
物
棟
札
の
検
討
を
通
じ
て
得
た
大
森
神
社
（
ほ
か
諸
社
）
と
神
職
宍
道
（
池
田
）
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
若
干
私
見
を
述
べ
た
い
。

B
論
文
に
お
い
て
、

A
論
文
の
「
宍
道
氏
家
系
図
」
の
神
職
名
と
『
棟
簡
雑
記
』
の
棟
札
の
神
職
名
と
が
部
分
的
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
「
『
旧

稿
』
の
範
囲
内
で
の
系
図
中
の
神
職
の
実
在
は
本
棟
札
に
よ
っ
て
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
」
（
凶
ペ
下
段
却
行
目

1
n行
日
）
た
と
書
い
た
こ
と
が

訂
正
を
要
す
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
改
鼠
を
行
う
人
物
の
所
持
す
る
家
系
図
に
対
し
て
は
、

一
層
慎
重
に
臨
む
必

要
が
あ
る
と
感
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。

B
論
文
で
は
こ
の
系
図
に
つ
い
て
、
「
松
江
市
内
の
神
職
家
に
お
い
て
、
失
わ
れ
た
家
系
図
を
棟
札
か
ら

作
成
し
て
い
る
事
例
を
見
た
が
、
宍
道
家
の
も
の
は
非
常
に
詳
し
い
の
で
、
棟
札
か
ら
の
復
元
で
は
な
い
」
（
凶
ペ
下
段
幻
行
目
1
お
行
目
）
と
述

襲
用
し
た
可
能
性
と
共
に
、
棟
札
か
ら
の

w
復
元
H

ベ
た
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ま
で
言
い
切
れ
る
か
障
踏
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
系
図
の
記
載
を
「
棟
簡
雑
記
』
の
棟
札
の
（
一
部
の
）
人
名
に

の
可
能
性
も
考
慮
外
に
置
く
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
確
か
に

A
論
文
の
「
宍
道
氏
家
系



く
こ
と
に
は
危
険
を
覚
え
る
。

図
」
は
非
常
に
詳
し
く
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
事
項
は
事
実
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
な
お
そ
の
記
載
全
体
に
信
を
置

さ
ら
に
は
、
宍
道
（
池
田
）
家
（
峰
清
）
は
自
家
の
大
森
神
社
の
管
掌
の
歴
史
事
実
を
棟
札
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
棟
札
の
実
物

に
対
す
る
改
憲
す
ら
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
写
真
（
1
）（
2
）
を
始
め
と
し
て
棟
札
の
実
物
を
削
っ
て
改
変
し
て
い
る
例
が
あ
る
0

5
丁
ウ
元
禄
凶
年
熊
野
大
権
現
実
物
棟
札
（
改
変
は
な
い
）
の
社
司
は
池
田
友
意
藤
原
宅
久
で
あ
り
、
こ
の
記
載
を
信
ず
れ
ば
池
田
家
の
熊
野
神

杜
の
管
掌
は
当
時
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
現
在
実
際
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
大
森
神
社
の
最
も
古
い
棟
札
、

包
丁
ウ
寛
文
元
年

棟
札
で
は
、
訂
正
（
）
所
見
の
如
く
、
池
田
越
前
守
藤
原
信
清
の
池
田
と
藤
原
の
字
が
棟
札
を
削
っ
た
跡
に
書
か
れ
て
い
る
（
写
真
川
）
0

こ
の

『
出
雲
国
意
字
郡
宍
道
郷
佐
雑
村

大
森
神
社

村
社
雑
社
旧
摂
末
社

棟
簡
雑
記
』
の
訂
正

写真（ 1 ) 24丁ウ左大森大明神寛文元年10月吉日棟

札に見る改変。下の字を削り、池田・藤原を書く。

池
田
・
藤
原
の
墨
色
は
写
真
の
如
く
他
よ
り
も

濃
く
、
後
次
的
な
書
き
直
し
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
池
田
の
右
の
「
五
位
也
」
（
所
見

の
注
③
）
、
藤
原
の
右
の
「
勲
業
也
」
（
所
見
の
注

④
）
は
、
元
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
丈
｛
壬
笠
不
す

注
記
で
、
そ
の
考
え
に
基
づ
き
「
清
書
ハ
裏

認
ム
」
と
し
て
社
司
名
を
「
五
位
越
前
守
勲
業

信
清
」
と
棟
札
裏
に
書
き
直
し
て
い
る
。
所
見

の
注
⑤
は
、
越
前
守
信
清
の
時
代
に
宍
道
を
池

回
に
、
勲
業
を
藤
原
と
改
め
た
か
ら
棟
札
を
「
削

改
ム
ル
ナ
ラ
ン
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
五
位
を
池
田
に
代
る
氏
、
勲
業
を
藤
原
に
代



写真（2) 26了ウ左大森明神寛延3年9月21日棟札

に見る改変。下の字を削り、藤原を書く。

る
本
姓
と
理
解
し
て
い
る
と
見
倣
さ
れ
る
が
、

池
田
に
代
る
五
位
氏
は
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』

に
よ
れ
ば
越
中
・
越
後
・
二
一
河
に
の
み
、
五
位

と
通
ず
る
五
井
氏
は
大
和
・
一
二
河
に
の
み
見
え

て
出
雲
に
な
い
。
ま
た
、
「
勲
業
」
の
本
姓
は
公

卿
の
聞
に
な
い
。
勲
業
は
『
出
雲
国
風
土
記
』

の
「
勲
十
二
等
」
の
誤
写
（
加
藤
義
成
氏
）
に
由

来
す
る
も
の
で
、
古
い
由
緒
を
示
そ
う
と
し
て

記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
所
見
の
注
②
⑤
は
明

ら
か
に
後
の
も
の
で
、
峰
清
の
壮
年
時
代
の
手

跡
に
似
て
い
る
。
注
⑤
は
「
右
解
註
ハ
棟
札
之

寓
古
詮
ニ
」
よ
る
と
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ

う
な
徴
証
を
私
は
見
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
寛
文
元
年
の
大
森
大
明
神
棟
札
を
も
っ
て
、
当
時
池
田
氏
（
後
の
宍
道
氏
）
が
神
主
で
あ
っ
た
こ
と

年
大
森
明
神
棟
札
に
よ
っ
て
初
め
て
池
田
を
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
写
真
（
2
）

の
証
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
丁
ウ
正
徳
3
年
大
森
大
明
神
の
神
職
は
虫
喰
の
た
め
池
田
氏
で
あ
る
か
は
確
認
で
き
ず
、

の
如
く
池
田
左
秀
藤
原
直
久
の
う
ち
藤
原
の
み
が
削
り

お
丁
ウ
寛
延
3

直
し
た
上
に
書
か
れ
て
い
る
。
以
後
、
棟
札
の
池
田
の
箇
所
に
は
削
り
直
し
の
跡
は
認
め
ら
れ
ず
明
治
に
至
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
大
森
神
社

神
職
の
池
田
氏
名
は
目
下
の
と
こ
ろ
寛
延
3
年
ま
で
遡
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
大
森
神
社
棟
札
の
「
池
田
」
以
外
の
削
り
直
し
は
所
見
の
通
り
、

何
か
の
字
（
2
字
分
？
）
を
「
藤
原
」
に
改
め
た
例
が
以
後
も
「
訂
正
」
の
お
丁
ウ
左
－

U
丁
ウ
左
－

m丁
ウ
左
・
白
丁
オ
左
・
辺
丁
ウ
左
と
見

ら
れ
、
お
丁
ウ
左
天
保
日
年
水
無
月
の
池
田
造
酒
正
藤
原
重
章
（
峰
清
の
父
宍
道
幸
雄
）
に
至
り
、
藤
原
に
削
り
直
し
の
跡
が
な
く
な
る
。
従
つ



て
、
天
保
凶
年
以
前
は
池
田
家
は
藤
原
と
は
別
の
本
姓
か
そ
れ
に
当
た
る
も
の
を
名
乗
り
、
棟
札
を
削
り
直
し
て
藤
原
に
書
き
変
え
た
の
は
、

天
保
日
年
頃
よ
り
も
後
の
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
『
棟
街
雑
記
』
は
大
森
大
明
神
棟
札
と
し
て
寛
文
元
年
以
前
に
も
元
亀
3
年
（
神
主
帝
大
夫
日
）
と
慶
長
日
年
（
神
主

U

民
部
太
夫
繁
置
）
を
載
せ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
が
池
田
（
宍
道
）
を
名
乗
る
人
物
で
あ
っ
た
と
に
わ
か
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

＊ 

＊ 

＊ 

前
号
服
部
日
一
「
島
根
県
宍
道
町
、
大
森
神
社
旧
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宍
道
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『
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業
宍
道
家
正
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（
一
）
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